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目標項目（指標の目安） 対象 ベースライン値 中間実績値 目標値

 

公共の場  

都道府県  ８９．４％ １００％ １００％

政令市等   ９５．９％ １００％ １００％

市町村    ５０．７％ ８９．７％ １００％

保健所 ９５．５％ １００％ １００％

公共の場及び職場におけ

る分煙の徹底及び効果の

高い分煙に関する知識の

普及 

(分煙を実施している割合) 

職場 ４０．３％ ５５．９％ １００％

   

男性   － ７７．４％ １００％

4.3 

効果の高い分煙に関する

知識の普及 

(知っている人の割合) 女性 － ７９．０％ １００％

4.4 禁煙支援プログラムの 

普及  

(禁煙支援プログラムが 

提供されている市町村の 

割合)  

全国 ３２．９％ ３９．７％ １００％

* 策定時のベースライン値を把握した調査と中間実績値を把握した調査とが異なっている数値 

  

（３） 評価 

分煙の推進など昨今の様々なたばこ対策の成果は着実に進展している。 

① たばこの健康影響についての十分な知識の普及 

  厚生労働省では、毎年禁煙週間及び世界禁煙デー記念シンポジウムの開催や

ホームページを活用した情報提供を行うなど、たばこに関する情報提供に取り

組んでおり、成人の喫煙に関連する疾病や効果の高い分煙に関する知識の普及

は進んでいる。 

② 未成年者の喫煙防止(防煙) 

  たばこ対策緊急特別促進事業を通して、都道府県における未成年者や父母等

に対する禁煙防止対策に重点を置いた施策や、受動喫煙防止対策が遅れている

施設等を対象とした禁煙・分煙指導の強化を図ることに重点を置いた施策を支

援しており、未成年者（中高生）の喫煙率は著しく低下した。 

③ 受動喫煙の害を排除し、減少させるための環境づくり(分煙) 

  健康増進法における受動喫煙防止の努力義務規定の創設や、職場における喫

煙対策のためのガイドラインの策定を行っており、公共の場及び職場における

分煙に対する取組も増加している。 

④ 禁煙支援対策 

禁煙を希望する者に対する禁煙支援についても、地域での保健指導や禁煙指


